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▲「人道添架要望書」（昭和 40年）
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　昭和2年に太田・今渡間に建設された太田橋は、当初から道幅も狭く、
人が渡るには極めて危険な状態でした。『人道添架要望書（昭和40年）』
は、この橋に新たに歩行者や自転車専用の通路を架橋することを求めた
陳情書です。当時、交通量の増加により通行者が命の危機にさらされて
いる現状を危ぶみ、一刻も早い対処を訴える動きがあったようです。
　現在では平成16年に建設された側道橋が、日々の安全な通行を支え
ています。

「太田橋の人道建設」Pick Up

▲交通安全都市 宣言塔
　（昭和 40年）

▲「第3回交通安全県民大会
　記録」（昭和 42年）


